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こんにちは！ブカレスト大学留学中の舟津です。 

年を越して２０１９年になりました。年越しは、大学の寮で友達とご飯を作り、年越し

そばも食べ、ゆっくりと過ごしました。初日の出を見ようとみんなで太陽を待っていま

したが、雲と霧しか見えませんでした。笑 １月にもなると、冬本番という感じで、気

温はマイナスが当たり前ですごく寒い日が続いています。気温が低すぎるからか、福井

県のように雪が何十センチも積もるということはなくて、降ってもさらさらの雪が数セ

ンチ積もる程度です。でも、空気は顔が痛くなるくらい冷たいです。また、雪ではなく

氷が歩道全面に広がっていることも多く、滑って歩くのが大変です。 

 

【両親とブカレスト観光・国民の館】 

今月の初めに、両親がルーマニアまで来てくれました。日本から飛行機でも約 1日かか

るくらい遠い国なのに、「ルーマニアにはこんな機会がなければ来ないから、一度行って

みたい」とはるばる旅行しに来ていました。確かに、私がこの国に留学していなかった

ら、旅行ではなかなか来ないですよね。笑 両親が来て、1日目は、私がいつも行って

いるブカレスト大学のキャンパスや大学寮など見て回り、夜はルーマニア料理のお店に

ご飯を食べに行きました。夜ご飯は、ルーマニア料理の定番のチョルバ（スープ）やミ

チというお肉などを食べました。どれも美味しくて、両親にも気に入ってもらえたみた

いでよかったです。久しぶりに会えて、その日の夜はいろいろな話ができて嬉しかった

です。 

2 日目は、午前中に国民の館に見学に行きました。

私も、中に入って見学するのは初めてだったので、

新鮮でとても楽しめました！ 

国民の館は世界で２番目に大きい建物で有名です

が、中に入るともっと広さや大きさが実感できまし

た。廊下がとにかく長くて広い。そして、見て回る

部屋はどれも豪華な装飾で、大きなシャンデリアや

高級な絨毯など、細部までお金をかけているなと思いました。チャウセスク時代の大胆

なお金の使い方が感じられました。国民の館の見学では、いくつかの部屋などを英語の

ガイド付きで見て回れるのですが、１時間歩いたツアーの最後に、「今回見て回ったとこ

ろは建物全体のごく一部にしか過ぎません。」とガイドの方に言われ、驚きました。 



そして、国民の館の見学の後には、お昼ご飯に、ブカレ

ストで一番有名なルーマニア料理のお店、「カルクベ

レ」に行きました。そこでは、母が、ルーマニアに来る

前から食べたがっていたルーマニアの有名なスイーツ、

パパナッシュを食べました。私は何回もこれを食べたく

らい大好きなお菓子なのですが、母も念願のパパナッシ

ュを食べて美味しいと喜んでくれて嬉しかったです。こ

のスイーツは、ドーナツのようなものにサワークリームとベリーソースがかかってい

て、見た目ほど甘過ぎなくて、とても美味しいです！その後は、オールドタウンや大学

の別のキャンパスなど、ブカレスト市内をぶらぶらと見て回りました。約 2日でした

が、両親には、ルーマニア、ブカレストを楽しんでくれたみたいで、とても嬉しかった

です。 

 

【期末テストについて】 

今月末には、期末テスト期間がありました。 

テストには、口述式（先生と１対１で話す）、プレゼンテーション、記述式のテスト、ペ

ーパーなどいろんなテストの種類がありますが、私が取っていた授業のテストは、ペー

パーと小さいプレゼンと、記述式のテストでした。 

テストで驚いたことは、テスト用紙がされていないことです。各自で白い紙を何枚か持

って来なければいけないということを、中間テストの時に知り、その時は驚きました。

そして、持って来た紙は当然、問題文も何も書かれていないので、先生がその場で問題

を教えてくれます。一つのテストは、ホワイトボードに書いてくれたのですが、もう一

つのテストは、先生が問題文を読み上げるだけで、それを聞き取って答えなければいけ

ませんでした。中間テストの時もそうだったのですが、その時は知らなかったので、い

きなり先生が問題文を読み上げ出したので焦りました。聞き取れなければ答えられない

ので、すごく集中して書き取っていました。 

テストは（授業もそうですが）私にとっては難しいと感じました。国際政治学のことを

深く学ぶにはとてもいい授業だと思います。授業は全て英語なのですが、政治学の専門

用語などは、英語でもわからないことが多いので、そこが大変でした。 

 

これが最後の報告書となると思うので、留学全体の感想を書きたいと思います。 

ルーマニアに来る前は、本当にどんな国かわからず、不安でいっぱいでしたが、周りの

人に恵まれて、充実して楽しい留学生活を送ることができました。ルーマニアは治安が

悪いイメージが持たれていると思いますが、日本人留学生のほとんどは、「意外といい

国。住みやすい。」と言っています。私は、治安が悪くて怖い思いをしたことはないです

し、人も優しい人が多いなと感じます。また、都心なのもあり、交通面でも便利で生活

しやすかったです。大学は内容が難しくて大変でしたが、現地の学生の勉強への意欲に

刺激され、良い経験になりました。今では、ルーマニアに留学できて本当によかったと

思っています！ 


